
�

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

ア
災
害
時
に
支
援
や
配
慮
が
必
要

な
方
を
取
り
残
さ
な
い
避
難
行
動
要

支
援
事
業
推
進
の
た
め
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
な
い
か
。

イ
障
が
い
者
地
域
移
行
の
た
め
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
課
題
は
。
ウ

障
が
い
の
差
別
解
消
に
係
る
条
例
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
自
ら
支
援
を

�

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

❶
ア
相
模
原
の
障
が
い
者
施
設
で

の
大
量
殺
人
事
件
を
受
け
、
地
域
で

語
り
合
う
場
が
必
要
。
障
が
い
者
週

間
で
の
企
画
を
。
障
が
い
者
の
地
域

で
の
生
活
状
況
の
把
握
は
。
イ
共
生

社
会
実
現
の
取
組
を
。
作
業
所
へ
の

社
会
科
見
学
や
中
学
生
の
職
場
体
験

を
し
な
い
か
。
ウ
差
別
は
許
さ
な
い
、

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
、
と
い

�

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

子
ど
も
た
ち
が
誰
で
も
自
由
に
日

常
的
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
児

童
館
が
あ
る
。
現
在
全
国
に
４
千
689

館
あ
る
。
小
金
井
市
の
場
合
、
み
ん

な
で
つ
く
る
子
育
ち
子
育
て
の
拠
点

と
い
う
こ
と
で
、
本
町
、
東
、
貫
井

南
、
緑
の
４
館
が
あ
る
。
ア
以
前
よ

く
見
か
け
た
移
動
児
童
館
わ
ん
ぱ
く

号
は
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
イ

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

市
の
調
査
結
果
か
ら
、
兄
弟
姉
妹

の
う
ち
小
学
校
高
学
年
に
一
人
、
低

学
年
に
一
人
い
る
状
態
で
働
き
始
め

る
親
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
推
測
で

き
る
。
こ
れ
は
学
童
保
育
の
枠
を
超

え
た
形
で
あ
り
、
実
態
に
合
っ
た
多

様
な
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
就
労
家
庭
に

限
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
が
遊
び
や

�

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

若
者
の
引
き
こ
も
り
、
ご
み
屋
敷

な
ど
、
制
度
の
狭
間
の
地
域
課
題
を

様
々
な
組
織
や
地
域
の
人
々
と
繋
げ

な
が
ら
解
決
を
目
指
す
専
門
職
が
地

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
ア
社

会
福
祉
協
議
会
の
モ
デ
ル
事
業
を
市

は
把
握
し
て
い
る
か
。
課
題
と
展
望

は
。
イ
９
つ
の
小
学
校
区
ご
と
に
、

高
齢
者
に
限
ら
な
い
身
近
な
相
談
窓

�

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

耐
用
年
数
47
年
を
超
え
る
学
校
は

３
校
、
大
規
模
改
修
か
ら
20
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
学
校
も
９
校
あ
る

中
、
修
繕
、
改
修
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
ア
台
風
９
号
、
10
号
に
よ
る

雨
漏
り
の
報
告
が
あ
る
か
。
児
童
・

生
徒
へ
の
影
響
は
あ
っ
た
か
。
イ
報

告
の
あ
っ
た
す
べ
て
の
修
繕
は
、
年

度
内
に
行
う
の
か
。
行
わ
な
い
と
す

申
し
出
て
い
る
方
を
支
援
す
る
個
別

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
る
自
治

会
は
２
つ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
拡
張

し
た
要
支
援
事
業
の
取
組
は
、
現
状

の
役
割
と
は
一
定
相
違
す
る
が
、
要

支
援
者
対
応
強
化
の
観
点
か
ら
今
後

の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

イ
障
が
い
が
あ
る
方
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
設
置
を
求
め
る
声
が
大
き
い
こ

う
市
長
か
ら
の
発
信
を
求
め
る
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
状
況
は
把
握
で

き
る
が
、
利
用
し
な
い
方
、
手
帳
が

な
い
方
の
把
握
は
で
き
な
い
。
イ
障

が
い
者
イ
ベ
ン
ト
へ
の
一
般
参
加
が

少
な
い
の
が
共
生
社
会
が
進
ま
な
い

課
題
。
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
欲
し
い
。

統
括
指
導
主
事　

イ
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
職
場
体
験
を
し
て
い
る
。

学
童
保
育
所
と
併
設
さ
れ
て
い
る
児

童
館
で
、
お
互
い
の
関
わ
り
合
い
は

ど
う
か
。
児
童
館
は
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
児
童
に
健
全
な
遊

び
を
与
え
て
、
健
康
を
増
進
し
、
情

操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
設
け
ら
れ
て
い
る
厚
生
施
設
で
あ

る
の
で
大
い
に
活
用
し
て
児
童
の
成

長
に
役
立
た
せ
て
も
ら
い
た
い
。
ウ

児
童
館
で
活
動
し
て
い
る
大
人
の
会

活
動
を
行
え
る
安
全
な
場
所
が
必
要

だ
。
国
は
平
成
31
年
度
末
ま
で
に
、

学
童
保
育
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

一
体
的
ま
た
は
連
携
し
て
実
施
す
る

と
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
両
事
業
を

児
童
青
少
年
課
で
一
括
し
て
担
当
し

て
い
る
近
隣
市
の
取
組
を
参
考
に
、

我
が
市
で
も
担
当
組
織
を
一
体
化
し

て
い
か
な
い
か
。

教
育
長　

国
は
平
成
31
年
度
末
ま

口
と
、
責
任
を
持
っ
て
支
え
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
重
要
。
社

会
福
祉
協
議
会
の
独
自
予
算
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
。
現
体
制
と
市
の
支

援
は
。
ウ
市
の
地
域
福
祉
計
画
に
も
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
の
記
載
を
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
本
町
五
丁
目

第
三
町
会
で
、
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
防
災
の
街
歩
き
、
住
民

懇
談
会
な
ど
開
催
。
計
画
で
は
４
圏

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
評
価
の
下
で
修

繕
を
す
る
の
か
。
ウ
雨
漏
り
対
策
に

つ
い
て
、
国
の
補
助
金
に
頼
ら
な
い

方
針
を
立
て
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

ア
台
風
９
号
で

は
、
小
学
校
５
校
、
中
学
校
３
校
、

台
風
10
号
で
は
、
小
学
校
２
校
、
中

学
校
１
校
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
児

童
・
生
徒
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
報

告
は
な
い
。
イ
修
繕
費
の
中
で
や
り

と
か
ら
、
円
滑
な
設
置
に
つ
い
て
広

く
市
民
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
今
後
も
ご
意
見
を
い

た
だ
き
引
き
続
き
検
討
す
る
。
ウ
市

条
例
制
定
に
向
け
、
現
在
、
地
域
自

立
支
援
協
議
会
で
進
め
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
平
成
29
年
10
月
施
行
を

目
指
し
て
議
論
を
重
ね
、
当
事
者
、

福
祉
・
教
育
関
係
者
、
民
間
事
業
者

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
の
上
、
議
会

に
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
き
ら
り
の
相
談
件
数
の
推
移
と
課

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
長　

ウ
厚
生
労
働
省
の
報
告
が

出
た
後
に
検
討
す
る
。

❷
来
年
３
月
に
原
発
事
故
避
難
者

の
住
宅
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
。
避

難
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
情

報
の
発
信
を
。
居
住
支
援
協
議
会
を

設
置
し
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
被

災
者
を
位
置
付
け
る
べ
き
。

総
務
部
長　

全
国
避
難
者
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
り
把
握
。
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
報
で
支
援
情
報
を
掲
載
す
る
。

■
そ
の
他
、
環
境
楽
習
館
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
発
信
、
都
知
事
選

で
の
市
長
会
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

が
１
グ
ル
ー
プ
し
か
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
が
な
ぜ
か
。
改
善
策
は
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
児
童
館
を
中
心
と

し
て
若
い
人
材
育
成
を
要
望
す
る
。

児
童
青
少
年
担
当
部
長　

ア
わ
ん

ぱ
く
号
は
く
じ
ら
山
で
月
１
回
第
３

土
曜
日
に
開
催
、
平
成
27
年
度
は
、

計
７
回
約
558
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

イ
基
本
的
に
は
、
児
童
館
と
学
童
保

育
所
は
設
置
の
目
的
が
異
な
る
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
育
成
室
で
活
動
す
る
。

原
則
的
に
は
関
わ
り
合
い
は
な
い
。

ウ
近
隣
大
学
生
の
協
力
が
得
や
す
く

保
育
園
保
護
者
の
活
動
も
あ
る
の
で
、

活
動
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

で
に
学
童
保
育
と
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
一
体
化
し
て
取
り
組
ん
で
、
学

童
保
育
は
現
在
３
年
生
ま
で
だ
が
６

年
生
ま
で
と
し
、
親
の
就
労
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
全
部
の
子
ど
も
た
ち

の
充
実
し
た
居
場
所
を
作
る
方
針
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
提
案
は
非
常
に

前
向
き
な
も
の
だ
と
受
け
と
め
て
い

る
。

■
そ
の
他
、
新
福
祉
会
館
の
早
期
建

設
と
第
二
庁
舎
の
賃
貸
借
の
早
期
解

消
を
求
め
る
と
と
も
に
、
小
・
中
学

校
を
含
む
全
公
共
施
設
の
雨
漏
り
対

策
と
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画
的
に

進
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

域
に
１
人
ず
つ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
配
置
が
目
標
。
ま
ず
、
４
圏
域
に

は
す
ぐ
に
駆
け
込
め
る
（
仮
）
地
域

交
番
を
設
置
し
、
地
域
福
祉
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
修
了
生
に
相
談
員
を
依

頼
す
る
こ
と
を
検
討
中
。
イ
社
会
福

祉
協
議
会
の
自
主
財
源
で
週
１
日
勤

務
が
２
人
。
南
東
部
１
か
所
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
総
合
相
談
窓
口
を
設

け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
。

４
圏
域
に
設
置
を
目
指
し
、
市
も
連

携
し
て
役
割
を
果
た
す
。
ウ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
は
重
要
。
社

会
福
祉
協
議
会
も
含
め
た
策
定
委
員

会
で
意
見
を
伺
い
、
協
議
す
る
。

く
り
す
る
が
、
ほ
か
に
も
必
要
性
の

高
い
修
繕
が
あ
る
の
で
、
授
業
等
に

影
響
の
あ
る
事
象
を
最
優
先
に
修
繕

し
て
い
く
。
ウ
２
０
２
０
年
度
ま
で

に
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
雨
漏

り
に
関
し
て
も
対
応
し
て
い
く
。
国

の
交
付
金
に
つ
い
て
は
不
採
択
の
な

い
よ
う
、
全
国
市
長
会
や
教
育
長
会

を
通
じ
て
、
要
望
を
上
げ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
有
害
化
学
物
質
に
対
す

る
対
策
を
求
め
、
小
金
井
版
生
物
多

様
性
地
域
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
質

問
し
、
策
定
に
向
け
た
検
討
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

児
童
館
フ
ェ
ン
ス
に
掲
げ
ら
れ
た

案
内
板

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
は
、

地
域
で
障
が
い
あ
る
人
と
共
に
暮

ら
す
意
味
を
私
た
ち
に
問
い
か
け

た
。

市
報
に
掲
載
さ
れ
た
避
難
者
へ
の

案
内

差
別
な
く
共
に
生
き
よ
う

／
原
発
事
故
避
難
者
支
援

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
都
市

小
金
井
の
実
現
に
向
け
て

児
童
館
を
最
大
活
用
し
て

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

全
て
の
子
ど
も
の
た
め

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
を

制
度
の
狭
間
に
い
る
人
へ
の

寄
り
添
い
支
援
を

学
校
施
設
の
修
繕
に
対
す
る

考
え
方
を
問
う
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